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現
代
の
企
業
に
と
っ
て
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）の
推
進
と
D
X
人
材
の

育
成
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
と
情
報
処
理
推
進
機
構（
I
P
A
）は

2
0
1
8
年
、
D
X
を
「
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

激
し
い
変
化
に
対
応
し
、デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
、顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、製
品

や
サ
ー
ビ
ス
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と
と

も
に
、業
務
そ
の
も
の
や
、組
織
、プ
ロ
セ
ス
、企
業
文

化
・
風
土
を
変
革
し
、競
争
上
の
優
位
性
を
確
立
す
る

こ
と
」と
定
義
し
て
い
る
。

D
X
は
単
な
る
I
T
化
で
は
な
く
、「
デ
ー
タ
」
と

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
」の
活
用
で
大
き
な
変
革
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。

D
X
人
材
の
定
義
は
種
々
あ
る
が
、筆
者
ら
は

D
X
人
材
を
「
最
新
の
A
I
技
術
，ク
ラ
ウ
ド
，ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
使
い
こ
な
し
、改
善
や
新
し
い
価
値
を

提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
持
ち
、様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
」と

定
義
し
て
い
る
。
D
X
人
材
と
は
、決
し
て
I
T
の

プ
ロ
で
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
け
を
指
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

で
は
、“
こ
の
よ
う
な
人
材
を
ど
う
育
て
て
い
く
べ

き
か
”、“
D
X
人
材
を
育
成
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
の
か
”と
い
う
点
が
、筆
者
ら
の
研
究
の
出
発
点

で
あ
る
。

経
済
産
業
省
は
D
X
人
材
に
必
要
な
ス
キ
ル
の
指

針
と
し
て「
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
標
準（
D
S
S
）」を
示

し
て
い
る
が
、ス
キ
ル
習
得
の
段
階
や
プ
ロ
セ
ス
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。（
図
1
参
照
）

こ
の
対
応
と
し
て
筆
者
ら
は
、体
系
化
し
た「
D
X
人

材
育
成
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
」
を
提
案
し
、「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
ス
キ
ル
標
準
」を
策
定
し
た
。

D
X
人
材
育
成
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
中
小
企
業

に
は
、全
従
業
員
を
対
象
と
し
た
「
D
X
人
材
育
成
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
」
の
中
の
〈
エ
ン
ト
リ
ー
レ

ベ
ル
〉お
よ
び〈
基
礎
レ
ベ
ル
〉の
ス
キ
ル
標
準
の
習
得

が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

本
稿
で
は
、
D
X
人
材
ス
キ
ル
の
習
得
レ
ベ
ル
を

評
価
す
る
判
定
基
準
の
例
を
示
す
の
で
、従
業
員
に

「
D
X
人
材
ス
キ
ル
評
価
」（
P5
図
６
参
照
）
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、自
社
の
現
状
レ
ベ
ル
を
把
握
し
た
う
え

で
、
D
X
人
材
育
成
に
向
け
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

Top Article  

企業のデジタル（DX）人材育成に必要な体系化への提言
〜中小企業におけるスキル習得へのステップアッププロセス〜

は
じ
め
に

D
X
人
材
と
は

D
X
人
材
育
成
に
向
け
て

〔図1〕 デジタルスキル標準（概要） 経済産業省・令和5年8月更新より抜粋

 「デジタルスキル標準」
は、ビジネスパーソン
全体がDXに関する基
礎的な知識やスキル
とマインドを身につけ
るための指針である。

「DXリテラシー標準」、
及び、企業がDXを推進

する専門性を持った人材を育成・採用するための指針である「DX推進スキル
標準」の2種類で構成されています。
　「デジタルスキル標準」で扱う知識やスキルは、共通的な指標として転用が
しやすく、内容理解において特定の産業や職種に関する知識を問わないこと
を狙い、可能な限り汎用性を持たせた表現としています。
　個々の企業・組織への適用にあたっては、各企業・組織の属する産業や自らの
事業の方向性に合わせた具体化が求められることに留意する必要があります。

全てのビジネスパーソン（経営層含む）

〈DXリテラシー標準〉
全てのビジネスパーソンが

身につけるべき
能力・スキルを定義

〈DX推進スキル標準〉
DXを推進する人材

DXを推進する人材類型の役割や
習得すべきスキルを定義

ビジネスアーキテクト／デザイナー／
データサイエンティスト／ソフトウェアエンジニア／
サイバーセキュリティ

「DXリテラシー標準」の
全体像

Why What

マインド・スタンス

How

DXの重要性を理解す
るために必要な、社会・
顧客・ユーザー、競争環
境の変化に関する知識
を定義

ビジネスの場で活用さ
れているデータやデジ
タル技術に関する知識
を定義

ビジネスの場でデータ
やデジタル技術を活用
する方法や留意点に関
する知識を定義

社会変化の中で新たな価値を生み出すために必要な意識・姿勢・行動を定義
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D
X
推
進
が
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
1
つ
目
の
理
由
は
、
A
I
や
I
o
T
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
で
、企
業
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

2
つ
目
の
理
由
は
、経
済
産
業
省
が
指
摘
す
る

「
2
0
2
5
年
の
崖
」
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
。
も
し

企
業
が
D
X
を
推
進
で
き
ず
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
や
デ
ー
タ
利
用
に
よ
る
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
の
変
革

に
取
り
組
め
な
け
れ
ば
、既
存
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
I
T
人
材
の
不
足
な
ど
の
課
題
が
広

が
り
、
2
0
2
5
年
に
は
年
間
で
最
大
12
兆
円
の
経

済
損
失
が
発
生
し
、国
際
競
争
力
を
失
う
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、日
本
企
業
に
お
け
る
D
X
推

進
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
の
経
済
産
業
省
に
よ
る
「
D
X
レ
ポ
ー

ト
2
」に
よ
れ
ば
、自
己
診
断
を
提
出
し
た
企
業
の
中

で
も
約
95
％
の
企
業
は
D
X
に
ま
っ
た
く
取
り
組
ん

で
い
な
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、“
我
が
国
の
D
X
へ
の
取

組
は
想
定
以
上
に
遅
れ
て
い
る
”と
記
さ
れ
て
い
る
。

企
業
が
D
X
を
推
進
す
る
に
は
関
係
者
全
員
が

D
X
に
つ
い
て
最
低
限
の
共
通
理
解
を
持
つ
こ
と
、

構
想
力
を
持
ち
、明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、自
ら
組

織
を
け
ん
引
し
、実
行
で
き
る
人
材
が
必
要
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、日
本
企
業
の
多
く
が

D
X
の
取
組
み
に
遅
れ
を
と
っ
て
お
り
D
X
人
材
育

成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

総
務
省
の
情
報
通
信
白
書
（
2
0
2
2
）
に
よ
れ

ば
、企
業
約
3
0
0
0
社
へ
の
調
査
か
ら
、デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
る
上
で
の
主
な
課
題
と
し
て「
人
材
不
足
」

（
67
・
6
％
）、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
知
識
・
リ
テ
ラ
シ
ー

不
足
」（
44
・
8
％
）、そ
し
て
「
ア
ナ
ロ
グ
な
文
化
・
価

値
観
が
定
着
し
て
い
る
」（
32
・
6
％
）
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
人
材
不
足
」は
日
本
の
企
業
に
と
っ
て
最
も
大
き

な
課
題
で
、D
X
を
主
導
す
る
C
I
O
や
A
I
・
デ
ー

タ
解
析
な
ど
の
専
門
家
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、約

40
％
の
企
業
が
「
採
用
方
法
や
育
成
方
法
が
わ
か
ら

な
い
」と
回
答
し
て
い
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
知
識
，リ
テ
ラ
シ
ー
不
足
」に
関

し
て
は
、新
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
理
解
し
、そ
れ
を

ど
う
活
用
す
る
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

「
ア
ナ
ロ
グ

な
文
化
・
価
値

観
の
定
着
」

に
関
し
て
は
、

古
い
価
値
観

や
仕
事
の
進

め
方
に
と
ら

わ
れ
て
い
る

企
業
が
多
い

こ
と
が
見
て

と
れ
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の

知
識
や
リ
テ

ラ
シ
ー
不
足

が
原
因
で
あ

る
と
考
え
る
。

（
図
2
参
照
）

 

D
X
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、関
係
者
全
員
に
一

定
レ
ベ
ル
の
D
X
に
関
す
る
知
識
と
理
解
が
求
め

ら
れ
る
。
し
か
し
現
状
の
「
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
標
準

（
D
S
S
）」で
は
、各
ス
キ
ル
の
段
階
や
理
解
度
の
レ

ベ
ル
を
示
す
具
体
的
な
育
成
方
法
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
の
人
材
か
ら
ど
の
よ
う
に

育
成
す
べ
き
か
と
い
う
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
経
営
層
、管
理
層
、現
場
担
当
者
、シ

ス
テ
ム
部
門
な
ど
、役
割
や
業
務
に
よ
っ
て
D
X
に

必
要
な
ス
キ
ル
の
具
体
的
な
レ
ベ
ル
は
異
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
必
要
な
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
の
違
い
が
示
さ
れ

て
い
な
い
現
状
は
、企
業
に
お
け
る
D
X
人
材
育
成

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

筆
者
ら
は
、
D
X
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
習
得

に
は
段
階
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
、エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
か
ら
高
度
な
知
識
レ
ベ

ル
ま
で
の
ス
キ
ル
を
段
階
的
に
定
義
す
る
こ
と
で
、

役
割
や
業
務
に
よ
っ
て
異
な
る
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
ス
キ
ル
習
得
の
支
援
が
可
能
に
な
る
こ
と
考

え
、ス
キ
ル
習
得
の
具
体
的
な
段
階
や
プ
ロ
セ
ス
を

詳
細
か
つ
体
系
化
し
た
「
D
X
人
材
育
成
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
」を
策
定
し
た
。（
図
３
参
照
）

こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
全
て
の

D
X
人
材
育
成
を
支
援
で
き
る
よ
う
、ス
キ
ル
習
得

の
過
程
を
4
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
解
し
、ス
テ
ッ
プ

が
進
む
に
つ
れ
て
習
得
す
べ
き
ス
キ
ル
が
深
化
す
る

よ
う
に
体
系
化
し
た
。

D
X
推
進
が
求
め
ら
れ
る
背
景
と
現
状

D
X
を
推
進
す
る
上
で
の
課
題

〔図2〕 “DXを進める上での課題や障壁” 
（総務省(2020)「情報通信白書 令和4年版」をもとに筆者ら作成）

愛知工業大学
大学戦略企画室長
経営学部教授　

石
いし

井
い

 成
しげ

美
み

ベンダー系ソフトウェア会社にて23年間勤務。システムエンジニアとして業務システムの構築を数多く経
験。業務システムコンサルティングでは、経営戦略～業務改革～ IT戦略～ IT構築までを一気通貫にてサ
ポート。システムマネージャー、シニアコンサルマネジャー、企画コンサルティング部長を歴任したのち、大
学教員に転職　現在に至る。
保有資格：情報処理技術者、システムアナリスト、システム監査、プロジェクトマネージャ、上級システムアド
ミニストレータ、情報セキュリティマネジメント、ITパスポート、ITコーディネータ、公認システム監査人
担当講義：技術経営戦略論、IT戦略論、情報と職業　など

執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
標
準
に
よ
る

D
X
人
材
育
成
の
課
題

D
X
人
材
育
成
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

プ
ロ
セ
ス
の
体
系
化
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な
お
、こ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
は
、必
ず
し
も
全
員

が
ス
テ
ッ
プ
1
か
ら
始
め
る
必
要
は
な
い
。
各
人
の
現
有
ス
キ
ル

と
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
か
ら
開
始
し
、必

要
な
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
す
こ
と
で
、学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
、そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
担
当
す
る
業
務
に
よ
っ
て
異
な
る
D
X
に
必

要
な
ス
キ
ル
の
具
体
的
な
レ
ベ
ル
の
違
い
に
対
応
で
き
る
。

各
ス
テ
ッ
プ
は
、前
の
ス
テ
ッ
プ
で
習
得
し
た
ス
キ
ル
を
さ

ら
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
的
な
前
提
と
な
っ
て
お
り
、ス

キ
ル
レ
ベ
ル
は
、エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
を
示
す
1
か
ら
高
度
な

レ
ベ
ル
を
示
す
4
ま
で
の
4
段
階
で
定
義
し
た
。
ス
テ
ッ
プ
が

進
む
に
つ
れ
て
、ス
キ
ル
レ
ベ
ル
の
数
値
が
増
加
し
、習
得
す
べ

き
ス
キ
ル
項
目
も
拡
充
さ
れ
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、各
ス
テ
ッ
プ
に
お
け
る
ス
キ
ル
配
置
の
判
断
は
、ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
体
系
に
お
い
て
定
義
し
た
各
ス
テ
ッ

プ
の
対
象
者
像
や
目
的
を
基
に
以
下
の
基
準
で
行
っ
た
。

〈	

ス
テ
ッ
プ
1
〉 

エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル

・	

初
心
者
が
最
初
に
知
る
べ
き
基
礎
的
な
内
容
を
基
準
と
し

て
、
D
X
や
I
T
の
基
礎
知
識
と
基
本
的
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
習
得
に
関
わ
る
各
ス
キ
ル
を
こ
の
ス
テ
ッ
プ
に
配
置
し

た
。
実
践
的
な
ス
キ
ル
や
練
習
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
以
後
で
取

り
組
む
こ
と
と
な
る
。（
図
４
参
照
）

〈	
ス
テ
ッ
プ
２
〉 

基
礎
レ
ベ
ル

・	

ス
テ
ッ
プ
1
で
習
得
し
た
基
礎
知
識
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る

こ
と
を
基
準
と
し
て
、専
門
的
な
知
識
や
I
T
・
デ
ー
タ
利
活

用
の
ス
キ
ル
、経
営
戦
略
の
基
礎
、関
連
す
る
法
律
知
識
な
ど

の
各
ス
キ
ル
を
こ
の
ス
テ
ッ
プ
に
配
置
し
た
。
実
践
的
な
学

習
と
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
や
実
習
、演
習
を
通
じ

て
、各
ス
キ
ル
の
適
用
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
図
５
参
照
）

〈	

ス
テ
ッ
プ
３
〉 

実
務
レ
ベ
ル

・	

基
礎
的
な
知
識
と
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
さ
ら
に
深
め
つ
つ
専

門
ス
キ
ル
を
取
得
す
る
こ
と
を
基
準
と
し
て
、実
際
の
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
や
経
験
を
も
と
に
、デ
ー
タ
分
析
手
法
や
業
務
改

善
活
動
な
ど
関
連
す
る
専
門
ス
キ
ル
を
こ
の
ス
テ
ッ
プ
に
配

置
し
た
。

〈	

ス
テ
ッ
プ
４
〉 

実
務
応
用
レ
ベ
ル

・	

D
X
に
関
連
す
る
高
度
な
経
営
戦
略
や
「
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

標
準
（
D
S
S
）」
の
中
核
人
材
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す

る
こ
と
を
基
準
と
し
て
、各
ス
キ
ル
を
こ
の
ス
テ
ッ
プ
に
配

置
し
た
。
D
X
推
進
ス
キ
ル
水
準
が
示
す
各
類
型
の
前
提
と

な
る
知
識
や
ス
キ
ル
の
習
得
が
求
め
ら
れ
る
。

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
ご
と
の

ス
キ
ル
標
準

〔図3〕 DX人材育成ステップアッププロセス

具体的には、以下の4つのステップから構成される。

1 エントリーレベル〈Step1〉
・対象者像：DXやIT技術の初心者
・目的：基本的な概念とマインドセットの習得

2 基礎レベル〈Step2〉
・対象者像：基礎知識を持ち、実践スキルの習得
 を目指す者
・目的：さらに深い知識の習得

3 実務レベル〈Step3〉
・対象者像：実践経験が浅い者、ITを日常的に
 活用する現場担当者
・目的：専門的なスキルの習得と実践力の強化

4 実務応用レベル〈Step4〉
・対象者像：将来、DXの専門家や高度プロ
 フェッショナル人材を目指す者
・目的：さらに高度な知識やスキルの習得

1
2 3 4
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〔図 4〕 ステップアッププロセスごとのスキル標準【Step1：エントリーレベル】

　・対象者像 ：DX や IT 技術の初心者
　・目　　的 ：基本的な概念とマインドセットの習得
カテゴリ スキル

マインド・
スタンス

コラボレーション
事実に基づく判断

Why
（DX の背景）

社会の変化

What
（DX で活用される
データ・技術）

社会におけるデータ データを読む・説明する
データを扱う データによって判断する
AI クラウド

ハードウェア・
ソフトウェア ネットワーク

How
（データ・技術の
利活用）

ツール利用
セキュリティ モラル
コンプライアンス

カテゴリ サブカテゴリ スキル

ビジネス変革

戦略・マネジメント・
システム

プロジェクト
マネジメント

ビジネスモデル・
プロセス

デザイン

データ活用

データ・AI の戦略的活用 データ理解・活用

AI・データサイエンス 数理統計・多変量解
析・データ可視化

データエンジニアリング

テクノロジー
ソフトウェア開発 コンピュータ

サイエンス

デジタルテクノロジー

セキュリティ
セキュリティ
マネジメント

セキュリティ技術

パーソナル
スキル

ヒューマンスキル
コンセプチュアルスキル 批判的思考



図
６
は
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
プ
ロ
セ
ス
ご
と
の
ス
キ

ル
標
準
を
も
と
に
策
定
し

た
従
業
員
の
D
X
人
材
ス

キ
ル
習
得
レ
ベ
ル
を
判
定

す
る
「
D
X
人
材
ス
キ
ル

習
得
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」で
あ
る
。

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は

「
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
水
準
」

の
各
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
項

目
に
対
し
て
、従
業
員
が

自
身
の
ス
キ
ル
レ
ベ
ル（
習
熟
度
）を
自
己
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

習
熟
度
は
、０
：
知
ら
な
い
、１
：
知
っ
て
い
る
、

２
：
説
明
で
き
る
、３
：
実
践
で
き
る
。
４
：
指
導
で
き
る

の
5
段
階
の
数
値
に
て
入
力
す
る
。

こ
の
自
己
評
価
を
通
じ
て
、従
業
員
は
各
ス
キ
ル
項
目
の
習
熟

度
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、自
身
の
ス
キ
ル
習
得

状
況
や
，今
後
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
な
ス
キ
ル
分
野
を
具
体

的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
D
X
人
材
に
必
要

と
さ
れ
る
ス
キ
ル
全
体
の
習
熟
度
や
、ス
キ
ル
習
得
の
バ
ラ
ン

ス
を
総
合
的
に
確
認
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
ま
た
、従
業
員

自
身
に
と
っ
て
は
、次
に
習
得
す
べ
き
ス
キ
ル
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
方
向
性
が
明
確
に
な
り
、ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
営
者
に
と
っ
て
も
、こ

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、「
D
X
人
材
育
成
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
」
に
お
け
る
各
従
業
員
の
位
置
を
特

定
し
、従
業
員
の
D
X
ス
キ
ル
習
得
レ
ベ
ル
を
総
合
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
、今
後
の
人
材
育
成
の
方
針
を
策
定
す
る
た

め
の
情
報
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

本
稿
で
紹
介
し
た
「
D
X
人
材
育
成
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ

セ
ス
」
は
、
D
X
に
必
要
な
ス
キ
ル
習
得
を
段
階
的
に
深
め
ら

れ
る
よ
う
体
系
化
し
、設
計
さ
れ
て
い
る
。
ス
キ
ル
習
得
の
プ

ロ
セ
ス
を
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
分
解
す
る
こ
と
で
、学
生
か
ら
社

会
人
ま
で
幅
広
い
人
材
に
対
応
で
き
、役
割
や
業
務
に
応
じ
た

ス
キ
ル
レ
ベ
ル
の
違
い
に
も
対
応
が
可
能
に
な
る
。

エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
の
人
材
は
ス
テ
ッ
プ
1
か
ら
開
始
し
、

段
階
的
に
各
ス
テ
ッ
プ
を
進
む
こ
と
で
D
X
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、既
に
一
定
の
ス
キ
ル

を
持
つ
人
材
は
、自
ら
の
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
適
切
な
ス

テ
ッ
プ
か
ら
開
始
し
、目
指
す
ス
テ
ッ
プ
に
合
わ
せ
て
ス
キ
ル

習
得
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ

セ
ス
は
、教
育
機
関
に
お
け
る
D
X
人
材
育
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
設
計
や
、社
会
人
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
お

い
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
D
X
人
材
育
成
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
中
小
企
業
に

お
い
て
、全
従
業
員
を
対
象
と
し
た「
D
X
人
材
育
成
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
」
の
中
の
エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
お
よ
び
基
礎

レ
ベ
ル
の
ス
キ
ル
標
準
の
習
得
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
提
言

し
、
D
X
人
材
ス
キ
ル
の
習
得
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
「
D
X
人

材
ス
キ
ル
習
得
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
紹
介
し
た
。
経

営
者
と
し
て
従
業
員
に
対
す
る
D
X
人
材
ス
キ
ル
習
得
レ
ベ
ル

の
習
熟
度
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、自
社
の
現
状
レ
ベ
ル
を
把
握
す

る
の
に
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

今
後
、
D
X
人
材
育
成
に
向
け
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
具
体
的
な
開
発
と
実
践
教
育
を
実

施
し
て
行
く
予
定
で
あ
り
、
D
X
人
材
ス
キ
ル
評
価
チ
ェ
ッ
ク

支
援
な
ど
、中
小
企
業
に
対
す
る
D
X
人
材
育
成
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。

D
X
人
材
ス
キ
ル
習
得
レ
ベ
ル
判
定
基
準

お
わ
り
に

〔図6〕 DX人材スキル習得レベルチェックリスト
 （データ活用カテゴリのみを抜粋）

スキル
カテゴリ スキルチェック項目 自己

評価

データ・AIの
戦略的活用

売上データや顧客データなどの基本的なデー
タおよび、グラフ図表や統計情報の読み方 1

データ・AI の戦略的活用

データ分析やAI活用の基本的な流れ、
分析やAIを使ったタスクの実行と評価 

AI・データ
サイエンス

統計分析によるデータ解析、
および可視化 

基本的な機械学習の知識、および使用法 

データ
エンジニア
リング

データ活用基盤の基本となる、 データ収集や
保存に関する基本的な知識
基本的なフィルタリング処理、ソート処理、集
計処理などのデータ加工
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〔図 5〕 ステップアッププロセスごとのスキル標準【Step2：基礎レベル】

　・対象者像 ：基礎知識を持ち、実践スキルの習得を目指す者
　・目　　的 ：さらに深い知識の習得
カテゴリ スキル

マインド・
スタンス

コラボレーション
顧客・ユーザー
への共感
事実に基づく判断

Why
（DX の背景）

社会の変化 顧客価値の変化
競争環境の変化

What
（DX で活用
される
データ・技術）

社会における
データ

データを読む・
説明する

データを扱う データによって
判断する

AI クラウド
ハードウェア・
ソフトウェア ネットワーク

How
（データ・
技術の
利活用）

データ・デジタル
技術の活用事例 ツール利用

セキュリティ モラル
コンプライアンス

カテゴリ サブカテゴリ スキル

ビジネス
変革

戦略・マネジメント・システム エンタープライズアーキテクチャ プロジェクトマネジメント
ビジネスモデル・プロセ
ス

ビジネス調査
マーケティング

デザイン
顧客・ユーザー理解 設計
検証（顧客・ユーザー視点） その他デザイン技術

データ活用

データ・AI の戦略的活用 データ理解・活用

AI・データサイエンス 数理統計・多変量解析・
データ可視化 機械学習・深層学習

データエンジニアリング データ活用基盤設計 データ活用基盤実装・運用

テクノロジー
ソフトウェア開発

コンピュータサイエンス チーム開発 ソフトウェア設計手法
Webアプリケーション基本技術 フロントエンドシステム開発

バックエンドシステム開発 クラウドインフラ活用
デジタルテクノロジー フィジカルコンピューティング

セキュリティ
セキュリティ
マネジメント

セキュリティ体制構築・運営 セキュリティマネジメント インシデント対応と事業継続
プライバシー保護

セキュリティ技術 セキュリティ運用・保守・監視
パーソナル
スキル

ヒューマンスキル コラボレーション
コンセプチュアルスキル 批判的思考

▪太字：前のステップに追加されたスキル項目
▪細字：前のステップから継続して習得 （よりスキルレベルを深める項目）



社会保険労務士法人 ヒューマンキャピタル
代表／特定社会保険労務士 杉山 秀文
ホームページ：https://www.hrm-solution.jp/

執
筆
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神奈川県逗子生まれ。早稲田大学商学部卒業後、大手電機メーカー人事部、大手ビジネス系出版社人事部等に通算23年
間勤務。採用、研修、人事・賃金制度構築・運用、勤怠管理制度構築、労使関係、就業規則作成・改定、人事業務アウトソー
シングなどの業務に従事。2000年 社会保険労務士試験に合格。2006年７月 社労士事務所ＨＲＭオフィスを開業。
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隔 連月 載

人件費①  人件費を構成する内容
【第12回】

初歩から学び直す賃金制度の基礎

1 

現
金
給
与
総
額

人
件
費
と
い
う
と
、
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
が
賃

金
で
す
。
し
か
し
、
人
件
費
と
い
う
の
は
、
月
々
の

賃
金
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昇
給
な
ど
を
検
討
す

る
と
き
は
、
賃
金
だ
け
で
な
く
、
人
件
費
の
総
額
を

念
頭
に
置
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
月
々

の
賃
金
も
、
基
本
給
な
ど
の
「
所
定
時
間
内
賃
金
」

だ
け
で
は
な
く
、
残
業
や
休
日
出
勤
を
し
た
と
き
に

支
払
う
「
所
定
時
間
外
賃
金
」
も
当
然
含
ま
れ
ま
す
。

所
定
時
間
外
賃
金
は
、
所
定
時
間
内
賃
金
に
連
動
し

て
変
動
し
ま
す
。
賞
与
も
も
ち
ろ
ん
人
件
費
で
す
。

ま
た
、賞
与
が
「
基
本
給
×
○
○
月
」
と
い
う
風
に
、

所
定
内
賃
金
と
連
動
し
て
い
る
場
合
は
、
昇
給
が
賞

与
に
も
跳
ね
返
り
ま
す
。

2 

退
職
金
費
用

こ
れ
は
退
職
引
当
金
、
退
職
年
金
掛
け
金
な
ど
の

費
用
を
指
し
ま
す
。
会
社
が
ど
の
よ
う
な
退
職
金
、

退
職
年
金
制
度
を
と
っ
て
い
て
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
経

費
が
か
か
っ
て
い
る
か
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

3 

福
利
厚
生
費

人
件
費
項
目
で
無
視
で
き
な
い
の
が
「
法
定
福
利

費
」、す
な
わ
ち
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
分
で
す
。

一
方
、
会
社
が
任
意
に
設
定
で
き
る
も
の
を
「
法

定
外
福
利
費
」
と
い
い
ま
す
。
社
宅
費
用
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
費
用
、
社
員
食
堂
、
財
形
貯
蓄
補
助
、

利
子
補
給
、自
己
啓
発
支
援
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

4 

そ
の
他

会
計
上
は
人
件
費
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
採
用
費
、
教
育
研
修
費
な
ど
も
、

広
い
意
味
で
人
件
費
に
入
り
ま
す
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
社
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
、
き
ち

ん
と
把
握
す
る
よ
う
に
す
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

（
１
）
現
金
給
与
総
額

・
所
定
内
賃
金

・
所
定
外
賃
金

・
賞
与
、
一
時
金

（
２
）
現
金
給
与
以
外
の
人
件
費

・
退
職
金
費
用

・
法
定
福
利
費

・
法
定
外
福
利
費

・
そ
の
他
（
採
用
費
、
教
育
研
修
費
）

人
件
費
は
「
会
社
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
」

と
い
う
観
点
か
ら
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
人
件
費
の
代
表
格
が
、

法
定
福
利
費
、
つ
ま
り
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担

分
で
す
。

一
方
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
人
件
費
と
し
て
採

用
費
、教
育
研
修
費
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

会
社
の
人
事
政
策
な
ど
に
よ
っ
て
、
弾
力
的
に
増
減

で
き
ま
す
。

ま
た
、
法
定
外
福
利
費
も
、
比
較
的
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
福
利
厚
生
も
労
働
条
件
に

な
る
の
が
原
則
で
す
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

賞
与
も
、
会
社
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
余
地
が
大
き

い
人
件
費
項
目
で
す
。
一
般
的
に
賞
与
は
、
会
社
の

業
績
や
個
人
の
成
果
に
応
じ
て
支
払
う
と
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
弾
力
的
に
額
を
決
め
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉
で
賞
与
を
決

め
て
い
る
場
合
は
、
労
使
合
意
を
き
ち
ん
と
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
就
業
規
則
に
「
賞
与
は

○
○
ヶ
月
」
な
ど
と
計
算
式
な
ど
が
明
記
し
て
あ
る

場
合
は
、
そ
の
内
容
が
会
社
の
義
務
と
な
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
人
件
費
に
は
、
単
純
に
「
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
・
で
き
な
い
」
の
一
方
に
分
類
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
項
目
で
す
。

・
所
定
時
間
内
賃
金

・
所
定
時
間
外
賃
金

・
退
職
金
費
用

所
定
時
間
内
賃
金

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
制
度
設
計

次
第
で
す
。

賃
金
が
年
功
序
列
型
の
場
合
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
余
地
は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。

成
果
や
貢
献
度
重
視
型
の
賃
金
体
系
の
場
合
は
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
余
地
は
広
が
り
ま
す
。
た
だ
、
賃

金
体
系
は
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
人
材
の
惹

き
つ
け
・
引
き
留
め
と
い
う
重
要
な
機
能
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
こ
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

所
定
時
間
外
賃
金

こ
れ
は
業
務
の
繁
閑
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
会
社
が
強
い
意
志
を
も
っ
て
時
短
を
進

め
る
こ
と
で
、
こ
の
部
分
を
削
減
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。

退
職
金
費
用

こ
れ
も
所
定
時
間
内
賃
金
同
様
、
制
度
設
計
次
第

で
す
。
た
だ
、
将
来
の
退
職
金
負
担
を
抑
制
す
る
た

人
件
費
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
か
？

人
件
費
と
は
何
か
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め
に
、
退
職
金
制
度
を
変
更
す
る
場
合
は
、
既
得
権
の
問
題
に
要

注
意
で
す
。

人
件
費
構
成
と
は

こ
の
よ
う
に
、
人
件
費
に
は
い
ろ
い
ろ
な
項
目
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
、
人
件
費
全
体
の
中
で
ど
れ
ぐ
ら

い
の
比
率
を
占
め
て
い
る
か
を
示
し
た
の
が
、「
人
件
費
構
成
」

で
す
。
こ
れ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
か
を
、
し
っ
か
り
把

握
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
的
な
人
件
費
構
成
は

で
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
人
件
費
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
会
社
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
こ
こ
で
は
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
「
令
和
３
年
就
労
条
件

総
合
調
査
」
か
ら
令
和
２
年
（
平
成
31
（
令
和
元
）
会
計
年
度
）

の
「
労
働
費
用
総
額
」
は
常
用
労
働
者
「
常
用
労
働
者
1
人
１
か

月
平
均
労
働
費
用
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
左
表
参
照
）

「
毎
月
決
ま
っ
て
支
給
す
る
給
与
」
に
は

い
わ
ゆ
る
「
所
定
時
間
内
賃
金
」
と
残
業

代
な
ど
の
「
所
定
時
間
外
賃
金
」
の
両
方
が

入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
統
計
で
は
、
そ
の

内
訳
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
令
和
2
年
度

の
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
を
見
て

み
ま
す
。
対
象
は
一
般
労
働
者
全
員
で
す
。

　
　

 

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
毎

月
の
賃
金
に
占
め
る
所
定
内
給
与
以
外
の
給

与
の
比
率
は
６・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
多
く
は
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
に
か
か

る
分
と
思
わ
れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

一
方
、
労
働
費
用
総
額
に
占
め
る
、
毎
月
き
ま
っ
て
支
給
す
る

給
与
の
比
率
は
66
・
９
％
で
す
。
こ
の
２
つ
の
統
計
調
査
か
ら
、

労
働
費
用
総
額
全
体
に
占
め
る
所
定
内
給
与
以
外
の
給
与
の
比
率

は
、
66
・
９
％
×
６・
９
％
＝
４
・
６
％
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

人
件
費
総
額
全
体
に
占
め
る
時
間
外
労
働
手
当
の
比
率
は
５
%
弱

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

異
な
る
調
査
を
使
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
通
り
に
な
る
と
言

い
切
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
ま
せ
ん
が
、
目
安
の
ひ
と
つ
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。

人
件
費
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
経
営
者
の
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
法
違
反
を
犯
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

法
違
反
の
典
型
が
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
。

し
か
し
所
定
外
賃
金
の
比
率
は
人
件
費
総
額
の
５
％
程
度
な
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
残
業
時
間
が
約
10
時
間
の
場
合
の
数

字
で
す
か
ら
、
残
業
時
間
が
も
っ
と
長
い
場
合
は
、
比
率
も
上
が

り
ま
す
が
。

一
方
で
、
賞
与
の
比
率
は
約
15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
総
額
人
件
費
の
ワ
ク
で
人
件
費
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

人
件
費
は
や
み
く
も
に
削
減
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

人
件
費
、
賃
金
は
、
会
計
上
は
経
費
で
す
が
、
経
営
の
視
点
で

み
る
と
、
将
来
の
価
値
を
生
み
出
す
「
投
資
」
と
い
う
と
ら
え
方

も
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
う
、「
人
材
投
資
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
件
費
問
題
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
整
理
す
る
と
、
次
の
３
つ
に
整
理
で
き
ま
す
。

１
つ
目
は
、「
経
費
」。
会
社
の
支
出
項
目
と
し
て
の
人
件
費
で

す
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
会
社
の
視
点
」。

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
業
績
と
の
連
動
。
つ
ま
り
、
利
益
が

出
る
水
準
に
、
い
か
に
お
さ
め
る
か
と
い
う
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

で
す
。

２
つ
目
は
、「
生
活
」。
い
わ
ば
、「
食
え
る
賃
金
」。「
働
く
人

の
視
点
」
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、
生
活
が
維
持
で
き
、
か
つ
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
賃
金
を
出
せ
れ
ば
、
そ
の
分
働
く
人
に
は
心
身

の
余
裕
が
で
き
、仕
事
に
も
い
い
影
響
を
与
え
ま
す
。つ
ま
り
、「
労

働
力
の
再
生
産
」
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

３
つ
目
は
、「
動
機
づ
け
」。

賃
金
が
働
き
に
報
い
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
働
く
人
は

賃
金
に
動
機
づ
け
ら
れ
、さ
ら
に
上
を
目
指
し
ま
す
。こ
れ
は
、「
働

く
人
の
視
点
」
と
「
会
社
の
視
点
」
の
両
方
が
関
係
し
ま
す
。

「
人
件
費
」
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
経
費
的
側
面
が
強
調
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
多
面
的
な
視

点
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
件
費
そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
は

ど
れ
ぐ
ら
い
の
比
率
に
な
っ
て
い
る
か

人
件
費
の
構
成
比
率
か
ら
何
が
見
え
る
？

人
件
費
を
考
え
る
３
つ
の
視
点

額 構成比

労働費用総額 408,140 100％

現金給与額 334,845 82.0%

毎月きまって 支給する給与 273,117 66.9%

賞与・期末 手当 61,728 15.1%

現金給与以外の労働費用 73,296 18.0%

法定福利費 50,283 12.3%

法定外福利費 4,882 1.2%

現物給与の費用 481 0.1%

退職給付等の費用 15,955 3.9%

教育訓練費 670 0.2%

募集費 718 0.2%

その他の労働費用 306 0.1%

額 構成比
きまって支給する現金給与額 330,600 100％

所定内給与額 307,700 93.1%

所定内給与以外の給与額 22,900 6.9%

※時間外労働10時間
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前回の号（2024年2月号）で、法律で定められた「法定休暇」を取り上げました。今回は、平成22年4月施行の労基
法改正により導入された「代替休暇」について解説します。「代替休暇」とは、法定時間外労働が1 ヵ月あたり60時
間を超えた場合に、その超える時間に対する割増賃金（割増率が50%以上になる部分）の支払いに代えて有給で休
暇を与えることで、割増賃金の支払いを免れる制度です。【労働基準法第37条3項】

なお、代替休暇制度を導入する場合には、「労使協定」を締結する必要があります。
代替休暇を取得した場合には、会社は、60時間を超える法定時間外労働についても、通常の法定時間外労働と同

様に、25％以上の割増賃金を支払うことで足りることとなります。代替休暇の「代替」とは、「割増賃金の代わり」
という意味です。代替休暇は、まずは時間数で計算され、その後、付与単位に応じて日数に換算されます。1日・半日
いずれかを従業員が選べるルールにもできます。ただし、年次有給休暇のように時間単位では与えられません。

代替休暇は、就業規則の「絶対的必要記載事項」ですので、導入する場合には就業規則への記載が必要になります。
代替休暇と割増賃金の支払いについては、賃金規程で、賃金計算期間と時間外手当等の支払日を定めておきます。従

業員が代替休暇の取得を選択するか、50％以上の割増賃金を選択するかによって、会社が支払う割増賃金の金額は
変わります。割増賃金の金額決定は、代替休暇の取得する意思があるか意向確認を済ませた後に行う必要があります。

【代替休暇の対象】

【注意すべき点】
● 代替休暇は、従業員に休暇の取得を義務づけるものではなく、従業員の意思により取得するものです。取得日は、従業員の

意向を踏まえて決めなければなりません。また、従業員の意向を踏まえて代替休暇の取得日を決定しても、最終的に従業
員が代替休暇を取得しない場合には、代替休暇に対応する割増賃金を払う必要があります。

● 代替休暇は年次有給休暇ではないので、代替休暇を取得して終日出勤しなかった場合には、年休の出勤率８割要件の計算
上は、全労働日から控除して取り扱うことになります。

連　載

労務管理基本講座「就業規則の点検」
　　　　　　「休暇」—「代替休暇」第14回 (3)

代替休暇制度を導入するために労使協定で定めること　※この労使協定の労働基準監督署への届出は不要

①代替休暇として与える時間の算定方法〔換算率…60時間超の割増率（50％以上）と、通常の時間外割増率（25％以上）の差〕
②代替休暇付与の単位…１日または半日（所定労働時間の２分の１でなくとも可）の一方または両方
③代替休暇を与えることができる取得期間〔時間外労働が１ヵ月60時間を超えた月の末日の翌日から2 ヵ月以内〕
④代替休暇の「取得日の決定方法」および「割増賃金の支払日」

※
割
増
賃
金
率
を「
以
上
」と
し
て
い
る
の
は
、25
％（
ま
た
は
50
％
）

が
法
定
の
最
低
ラ
イ
ン
で
会
社
が
独
自
に
こ
れ
よ
り
高
い
割
増

率
を
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す

※代替休暇の対象とはな
らない部分

　→代替休暇を取得した
場合でも 25％以上の割
増賃金の支払いが必要



Keikyo Plaza●このコーナーでは、会務報告として最近の主な活動内容を紹介しております

愛
知
労
使
懇
談
会　
〜
春
季
労
使
交
渉
に
向
け
て
〜

【
2
月
1
日
】

本
会
と
連
合
愛
知
の
正
副
会
長
に
よ
る

2
0
2
3
年
度
第
2
回「
愛
知
労
使
懇
談
会
」を
開

催
し
、本
会
か
ら
は
大
島
会
長
と
5
名
の
副
会
長
、

連
合
愛
知
か
ら
は
可
知
会
長
と
9
名
の
副
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

今
年
の
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、昨
年
か
ら
の
賃
上
げ
の
流
れ
を
維
持
・

強
化
し「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」を
実
現
す
る
た

め
に
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
努
力
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
通
し
た

適
正
取
引
と
価
格
転
嫁
」
の
推
進
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
中
小
企
業
で
は

価
格
転
嫁
が
進
ま
ず
賃
上
げ
原
資
が
確
保
で
き
な

い
企
業
が
少
な
く
な
い
、と
労
使
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
「
中
小
企
業
も
含
め
持
続
的
な

賃
上
げ
が
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
」
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

愛
知
会
議　
〜
持
続
的
な
賃
上
げ
と
適
正
な
価
格
転
嫁
に
向
け
て
〜

【
2
月
1
日
】

労
使
懇
談
会
に
引
き
続
き
、阿
部
愛
知
労
働
局
長
と
大

村
愛
知
県
知
事
も
同
席
し
、「
持
続
的
な
賃
上
げ
と
適
正
な

価
格
転
嫁
に
向
け
た
愛
知
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

持
続
的
な
賃
上
げ
と
労
務
費
も
含
め
た
適
正
な
価
格
転

嫁
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、企
業
労
使
に
加
え
、

国
や
地
方
の
行
政
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
し
、労
使
と
行
政
が
連
携
し
、地
域
社

会
全
体
で
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

正
副
会
長
と
役
員
に
よ
る
懇
談
会

【
1
月
25
日
】

本
会
役
員
（
常
任
理
事
、理
事
）
の
皆
様
か
ら
本
会
の
事
業
活
動
へ
の
ご
意
見
を
伺
う
と
と

も
に
、正
副
会
長
と
役
員
に
よ
る
相
互
交
流
の
場
と
す
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

６
回
目
と
な
る
今
回
は
、前
回
に
続
き
「
人
材
確
保
！
人
手
不
足
を
打
破
す
る
自
社
流
の

採
用
・
育
成
・
定
着
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、9
名
の
常
任
理
事
、理
事
の
皆
様
と
大
島
会

長
、山
本
副
会
長
、林
副
会
長
が
懇
談
し
ま
し
た
。 

出
席
し
た
役
員
か
ら
は
、採
用
の
取
り
組
み
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
拡
充
に
よ

る
職
場
へ
の
理
解
促
進
」や「
職
種
別
で
募
集
し
配
属
先
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
化
す
る
」、「
配

属
希
望
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
等
、学
生
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
防
ぐ
」
と
い
っ
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
育
成
・
定
着
に
あ
た
っ
て
は
、特
に

若
手
社
員
の
早
期
離
職
の
加
速
に
懸
念
を
示
す
声
が
多
く
聞
か
れ
、「
採
用
形
態
に
と
ら
わ

れ
ず
、現
場
単
位
で
多
様
な
人
材
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
」、

「
会
社
が
求
め
る
知
識
・
ス
キ
ル
・
行
動
目
標
を
階
層
別
に
明
文
化
す
る
こ
と
で
、社
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
と
自
社
で
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

具
体
的
取
り
組
み
の
紹
介
が
あ
り
、活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

2023年6月1日時点における愛知県内の障がい者
雇用状況は、民間企業の実雇用率が2.28％と前年か
ら上昇したものの、現在の法定雇用率2.3％を下回る
結果でした。

この状況を踏まえ、阿部愛知労働局長と古本愛知
県副知事が来局され、県内の障がい者雇用の更なる
推進に向け、経済団体に対する取り組み依頼があり
ました。同席した大島会長は「今後法定雇用率が引き
上げられると、さらに従業員40人、それ未満の規模の
企業でも雇用を考える必要がある。精神障がいなど
の人材を雇用するには、そのケアをする人材の確保
がまず必要となり、特に多くの中小企業がそうした
対応に苦慮している。障がい者が真に活躍できる職
場づくりに向けて、複数企業が連携したグループで
の雇用がカウントされる仕組みを後押しするなど、
小規模でも現実的・合理的に障がい者を受け入れる
ことができる環境整備が必要である」と話しました。

本会では、引き続き県内の就労移行支援事業所と
連携した障がい者雇用の実務支援を実施していくと
ともに、雇用促進の壁となっている通勤問題等の解
決支援や、小規模企業でも連携できる仕組みである
有限責任事業組合（LLP）の活用に向けた事例収集、
情報提供等に取り組んでまいります。     （2月5日）

障がい者雇用促進の要請
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Keikyo Plaza
食
品
部
会　

〜
今
後
の
賃
上
げ
へ
の
対
応
な
ど
を
意
見
交
換
〜

【
1
月
18
日
】

足
元
の
原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
を
踏
ま
え
、価
格
転
嫁
の
状
況
や
今
後
の

賃
上
げ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
、「
原
材
料

費
の
高
騰
を
受
け
、価
格
を
据
え
置
い
た
上
で
量
を
減
ら
す
等
の
規
格
変
更
で
対
応
し
て
い

る
」な
ど
の
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、製
品
価
格
に
転
嫁
で
き
る
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が

あ
っ
た
り
、転
嫁
で
き
る
の
が
一
部
に
と
ど
ま
る
な
ど
厳
し
い
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
、
2
0
2
4
年
4
月
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
規
制

が
始
ま
る
こ
と
を
受
け
、各
社
の
物
流
対
策
に
つ
い
て
も
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

機
械
金
属
部
会　
〜
I
o
T
先
進
事
例
視
察
〜　

【
1
月
24
日
】

自
社
規
模
に
合
っ
た
I
o
T
の
導
入
に
よ
り
、先
進
的
な
工
場
運
営
を
実
現
す
る
「
日
進

工
業
㈱
武
豊
工
場
」の
視
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、工
場
に
お
け
る
I
o
T
の
具

体
的
な
導
入
方
法
や
、導
入
に
伴
い
ど

の
よ
う
な
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る

か
等
を
熱
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

見
学
に
先
立
ち
同
社
の
長
田
和
徳

社
長
か
ら
は
、工
場
内
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
は
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
分
析
が
重

要
で
あ
り
、分
析
を
も
と
に
何
を
自
動

化
す
べ
き
か
、デ
ジ
タ
ル
と
リ
ア
ル
を

ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
べ

き
か
を
検
討
・
判
断
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
等
、経
営
視
点
を
交
え
た
取
り

組
み
内
容
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、視
察
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

「
生
産
計
画
な
ど
も
自
動
化
し
て
い
る

の
か
」、「
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
分
析

ツ
ー
ル
は
何
が
あ
る
か
」
な
ど
の
質
問

が
挙
が
り
、活
発
な
意
見
交
換
と
な
り

ま
し
た
。

テ
ー
マ
別
研
究
会「
採
用
担
当
者
情
報
交
換
会
」

【
1
月
26
日
】

名
古
屋
経
済
大
学
教
授 

兼 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
の
大
黒 

光
一
氏
と
㈱
ア
ド
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
植
松 

精
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、採
用
担
当
者
の
情
報
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

前
半
の
講
演
で
は
、今
ど
き
の
大
学
生
活
と
就
職
活
動
、学
生
の
実
態
な
ど
、企
業
の
採
用

活
動
に
関
わ
る
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、担
当
者
同
士
、活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
内
定
辞

退
防
止
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
体
制
や
、選
考
時
～
入
社
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
た
め
の
対
応

策
な
ど
各
社
の
取
り
組
み
や
課
題
感
を
共
有
し
、課
題
解
決
の
糸
口
を
掴
む
た
め
、率
直
な

情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
語
教
室
支
援　
〜
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
〜

【
1
月
28
日
】

2
0
2
2
年
度
よ
り
開
始
し
た
、外
国
人
の

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
地
域
日
本
語
教

室
」
へ
企
業
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、今
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
下
期
は
、名
古
屋
市
内
の
日
本
語

教
室
向
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
を
募
集

し
、1
月
28
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
お
よ
び

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
で
は
愛
知
淑
徳
大
学 

助
教 

鈴
木
崇
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、外
国
に

ル
ー
ツ
の
あ
る
人
を
取
り
巻
く
愛
知
県
で
の

状
況
に
つ
い
て
、主
に
児
童
生
徒
に
焦
点
を
当

て
て
全
体
像
を
講
義
い
た
だ
き
、地
域
日
本
語

教
室
や
そ
こ
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
実
際
に
地
域
日
本
語
教
室
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
、教

室
の
概
要
や
活
動
内
容
を
説
明
い
た
だ
き
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
と
直
接
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
が
各
日
本
語
教
室
に
見
学
に
赴
き
、順
次
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
し
て
い
き
ま
す
。
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●このコーナーでは、会務報告として最近の主な活動内容を紹介しております

若
手
女
性
社
員
交
流
会

【
1
月
30
日
】

入
社
6
年
目
ま
で
の
女
性
社
員
を
対
象
と
し
た
「
若

手
女
性
社
員
交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

第
1
部
を
「
愛
知
で
活
躍
す
る
先
輩
社
員
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
し
、中
部
電
力
、名
古
屋

鉄
道
、東
邦
ガ
ス
、東
海
旅
客
鉄
道
か
ら
入
社
10
年
目

前
後
の
先
輩
女
性
社
員
を
講
師
に
迎
え
、自
身
の
こ
れ

ま
で
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
女
性
な
ら
で
は
の
キ
ャ

リ
ア
の
描
き
方
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
2
部
は
「
先
輩
社
員
と
参
加
者
間
で
の
交
流
会
」

と
し
、様
々
な
業
種
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
同
士
で
身

近
な
悩
み
や
各
社
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
実
施
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
異
業
種
の
同
年
代
の
女
性
の
方
と
話
す
機
会
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た

の
で
、新
た
な
発
見
や
色
々
な
考
え
方
を
学
べ
た
」な
ど
の
意
見
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

新
春
経
済
講
演
会

【
1
月
30
日
】

中
部
経
済
四
団
体
主
催
「
新
春
経
済
講
演
会
」
を
開
催
し
、約

2
0
0
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
監
督
と
し
て
帝
京
大

学
を
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会
で
前
人
未
踏
の
9
連
覇

に
導
い
た
、帝
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
局
局
長　

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

セ
ン
タ
ー
教
授　

岩
出
雅
之
氏
を
お
招
き
し
、「
常
勝
集
団
の
プ

リ
ン
シ
プ
ル 

～
自
ら
学
び
成
長
す
る
人
材
が
育
つ
心
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
～
」
と
題
し
、人
材
育
成
、若
手
を
活
か
す
組
織
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岩
出
氏
か
ら
は
指
導
の
根
幹
と
し
て
、人
と
し
て
正
し
く
生
き
る
こ
と
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
こ
と
、心
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
常
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、自
ら
「
問
い
」
を
立
て
て
解
決
す
る
力
の
重
要
性
と
そ
の
育
成
方
法
と
し
て
、日
々
上

級
生
が
下
級
生
に
問
い
か
け
る
こ
と
で
自
ら
の
考
え
を
整
理
、言
語
化
し
て
物
事
を
俯
瞰
的

に
見
る
力
を
養
う「
上
級
生
と
下
級
生
3
人
で
行
う“
3
人
ト
ー
ク
”」が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、脱
体
育
会
系
を
推
進
し
、雑
務
を
上
級
生
が
担
う
“
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
”
に
変

え
た
こ
と
で
、上
級
生
へ
の
信
頼
感
と
組
織
と
し
て
の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

具
体
的
な
取
り
組
み
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

愛
知
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
2
月
6
日
】

林
副
会
長
（
中
部
電
力
㈱　

社
長
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、三
菱

U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱　

矢
島
洋
子
氏

か
ら
『
社
員
の
多
様
性
を
活
か
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
』
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、「
特
別
に
配
慮
す
る
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
支
援
で
は
な
く
、同
質
化
を
求
め
ず
、異
な
る
働
き
方
や
見

方
を
受
け
入
れ
る
事
が
新
し
い
可
能
性
を
も
た
ら
し
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
る
」な
ど
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
う
え

で
重
要
と
な
る
点
に
つ
い
て
解
説
頂
き
ま
し
た
。

労
使
の
講
演
で
は
、連
合　

総
合
政
策
推
進
局　

総
合
局
長

仁
平
章
氏
は
、「
長
期
の
デ
フ
レ
に
よ
り
定
着
し
た
物
価
や
賃
金

へ
の
考
え
方
を
見
直
し
て
、ス
テ
ー
ジ
の
転
換
を
図
る
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は
、昨
年
を
上
回
る
持
続
的
な
賃
上
げ
実

現
が
カ
ギ
と
な
る
」
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、経
団
連　

労

働
政
策
本
部
長　

新
田
秀
司
氏
か
ら
は
、「
賃
金
引
き
上
げ
の
モ

メ
ン
タ
ム
の
維
持
・
強
化
の
た
め
に
は
、適
正
な
価
格
転
嫁
を
社

会
で
受
け
入
れ
る
意
識
改
革
に
よ
っ
て
、構
造
的
な
賃
金
引
上
げ

の
実
現
が
必
要
と
な
る
。
労
使
が
協
力
し
て
、未
来
を
共
に
作
り
上
げ
て
い
く
関
係
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
く
」と
の
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

開
催
し
た
講
座
の
内
容
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す

問
題
社
員
対
応
セ
ミ
ナ
ー

【
1
／
19
開
催
】

講 

師 

第
一
芙
蓉
法
律
事
務
所  

 

弁
護
士
　
木
下 

潮
音
　
氏

・
異
常
な
言
動
が
あ
る
場
合
は
、心
身
に
異
常
が
あ
る
。
産
業
医
や
従
業
員
の
家
族
と
も
連
携

を
取
り
、特
に
、長
期
間
の
欠
勤
や
勤
怠
不
良
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、自
宅
ま
で
確
認
に
行

く
こ
と
も
必
要
。

・
問
題
社
員
の
予
防
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、採
用
時
に
判
断
す
る
事
。
特
に
、採
用
の
可
・
否

を
迷
っ
た
結
果
、有
期
雇
用
な
ど
違
う
条
件
で
あ
れ
ば
採
用
す
る
と
い
っ
た
判
断
は
、採
用

後
に
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、履
歴
書
の
内
容
で
疑
問
が
あ
れ
ば
、必
ず
、

面
接
時
に
本
人
に
確
認
を
し
て
、経
歴
詐
称
な
ど
の
応
募
者
を
入
社
さ
せ
な
い
事
も
有
効
。
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者
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会
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名
古

屋
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中
区

栄
2 -10 -19　

T
EL（

052）221 -1931　
FA

X（
052）221 -1935

表紙解説

会員限定無料動画のご案内

2024年4月1日以降から労働条件明示ルールが変更となり、就業場所・業務の
変更範囲、契約更新の上限、無期転換に関する内容の明示が義務となります。
会員専用HPよりご視聴ください。

会員専用ページでは、上記以外の動画も無料でご視聴いただけます。ぜひご視聴ください。

愛知県経営者協会は、
愛知県における《経済4団体》の一つです。

ご意見、ご質問を
お寄せください！

「愛知経協」は、会員の実務をサポートするスタッフです。

*は参加者募集中

Schedule 3月

TEL
e-mail

052 -221-1931
in fo@aikeikyo.com

 4 ㈪ 労働法制ワーキンググループ②
 5 ㈫ 岡崎支部会
 7 ㈭ 運輸部会
 8 ㈮ 碧南支部会
　 〃 入社1年目フォロー研修
  15 ㈮ 名古屋地区部会
  18 ㈪ 信用金庫部会
* 21 ㈭ テーマ別研究会
    「英語学習で繋がる異業種交流会」
  22 ㈮ 豊橋支部会
  26 ㈫ 地方労働問題懇話会
* 27 ㈬ 新入社員研修
  28 ㈭ 正副会長会議
　〃  理事会
  29 ㈮ 大池会

〈労働条件明示ルール変更〉
実務への影響と対応

〜就業場所・業務の変更範囲の明示義務化〜

新着

天白達也弁護士　　　　　　　　　安田昂央弁護士　　　　　　　　後藤もゆる弁護士

2
0
2
4
年
3
月
号
　
N
o.8
8
8

3

創 　 立　大正１３年３月１７日
本 　 社　豊橋市駅前大通り一丁目４６番地１
 豊鉄ターミナルビル５階
代 表 者　代表取締役社長　小笠原　敏彦

Information

障害者の法定雇用率が
段階的に引き上げられます。

（令和６年４月以降）

令和５年度 令和6年4月 令和8年7月

民間企業の法定雇用率 2.3％ ⇒ 2.5％ ⇒ 2.7％

対象事業主の範囲 43.5人以上 40.0人以上 37.5人以上

▶障害者を雇用しなければならない対象事業主には、
　以下の義務があります。
　◆毎年６月１日時点での障害者雇用状況のハローワークへの報告
　◆障害者の雇用の促進と継続を図るための「障害者雇用推進者」の
　　選任（努力義務）

豊 橋 鉄 道 株 式 会 社
豊橋鉄道株式会社をはじめとする豊橋鉄道グループは、大正13年に設立し、本年３月に100周年を迎えま

す。事業の中核である旅客運送業では、豊橋市内を走る市内線と、豊橋市と田原市をつなぐ渥美線を運行し

ており、豊鉄バスの路線バス網とともに東三河地域の主要な公共交通ネットワークの役割を担っています。

この100周年を新たなスタートと位置づけ「つなぐ豊鉄　はじまる未来」をスローガンに掲げ、地域と共

に、未来の「まちづくり」に貢献できる企業をめざします。
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